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《カンドウ》汗動・歓動・そして感動の嵐  

                                            上風連小学校長  菊 地 祐 一 

 

６月７日に行われた「第８回上風連小中学校合同運動会」で見せた子ども達の勇 

姿はいかがでしたか？ 小雨が降る中での運動会開始となりしたが、プログラムを 

一部変更しながら、結果的には全種目を実施することができました。悪天候をも吹 

き飛ばした子ども達の活躍に拍手です。 

  今年は、大幅に種目の内容を変更しました。全校での縦 

割り班によるパフォーマンスタイムに変わり、各学年ごと 

の表現活動を行いました。低学年はかわいらしい遊戯、 

中学年はかっこいいダンス、そして高学年は迫力ある組み 

体操。力を合わせて一つのことを成し遂げようとする姿や自分の持っている力を全 

力で発揮している姿は、見ているものの心を動かし、感動を与えます。数週間にわ 

たり、子ども達は懸命に練習し、そして本番では見事にその成果が花開きました。 

  保護者、地域の皆様には最後まで声援をいただきましたことに心よりお礼申し上 

げます。また、今年は上風連青年会の方に練習からいろいろとお手伝いいただきま 

した。「ありがとうございました」 

 

          運動会に向けて子ども達は様々な活動をしてきましたが（種目 

の練習だけではなく、各係の仕事等も）、このように自分たちの 

取り組みに対して熱く応援していただくことが大きなエネルギー 

になります。「先生や親にしてもらったことで一番嬉しかったこ 

とは？」と聞くと一番多い答えは「一緒に遊んでくれた」です。 

その他には、「よく頑張ったね」「もう少しだったけど、良かっ 

たよ」「自分の意見を最後まできちんと聞いてくれた」「自分の 

気持ちをわかってくれた」等という答えが返ってきます。これは、 

昨年の学校便りにも記載しましたが、まさに「共汗・共歓・共感」です。共に汗し 

共に歓び、共に感じることです。「キョウカン」の「風」が次のエネルギーになる 

のです。そして、今年は更にステップアップして「カンドウ」でした。 

「汗動・歓動・感動」。懸命に活動して汗を流し、心が歓び、そして見ている人を 

感動させる。まさに今年の運動会は「カンドウ」の「嵐」でした。 

 

  子ども達と大人が「キョウカン」したり「カンドウ」できる場面はたくさんあり 

ます。こういった大きな行事での子ども達の活躍やスポーツ少年団での活動、習い 

事、学校での様子、家庭でのお手伝い等。懸命に活動して汗を流し、歓び、その後 

には感動が生まれます。大人達がその成果をしっかりと評価してあげることが、ま 

た頑張ろうという強い意欲にもつながっていきます。 

  上風連小学校にもこんな心地よい「キョウカンの風」が吹き込み、それがどんど 

ん大きくなって「カンドウの嵐」になるように、学校・家庭そして地域がしっかり 

と手をつないでいきましょう。 

 

 


